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	研究紹介(信大上野)


		

		上野　豊　助教
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		E-mail

		ytkuyeno[at]shinshu-u.ac.jp

		



		所属学科等

		信州大学農学部近未来農林総合科学教育研究センター

（バイオリソース部門）

		



		専門分野

		家畜栄養学、消化管微生物学

		



		Website

		http://karamatsu.shinshu-u.ac.jp/lab/ueno/index_brr.html





		研究テーマ１


未利用資源(食品系素材）の飼料化による

エネルギー循環系構築
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		研究内容

		食品製造残渣や食品廃棄物の飼料利用は、資源循環のサイクルを完成させるために有効な手段ですが、嗜好性や栄養素の消化吸収性が低くなる場合があります。そこで、家畜による栄養消化吸収の仕組みを微生物学的、分子生物学的に解明することにより、個体の嗜好性が高くかつ給与による栄養的・環境的効果が期待できる、これまで使われなかった新しい資源の飼料化を模索します。



		何に使えるか

		・高濃度にポリフェノールを含む食品製造残渣の資源利用


・地域農産物やその加工残渣のキノコ培地としての利用


・キノコ栽培廃培地を発酵処理することによる高機能飼料化



		

		



		研究テーマ2


動物消化管微生物の

新規機能探索
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		研究内容

		動物消化管細菌が持つ有用な機能を生体内または工業的に利用可能とするための研究を行っています。



		何に使えるか

		・未利用資源（木質バイオマスを含む）をエネルギー源に変換


・微生物機能を活用した家畜生産効率の向上（新規素材の開発）





